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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
長年地域に貢献する社会福祉法人が、住み慣れた想い出のある地域で、その人らしく心豊かな生活のを実現して
もらうために開設したグループホームです。「周りの人の幸せを願うところに自らの幸せもある」の法人理念のもと、
「家庭的な雰囲気の中で優しさと思いやりの心で支援しましょう」をホームの理念に掲げ、１回でも多く笑ってもらう
暮らしを大切に支援しています。利用者一人ひとりの暮らしが尊重され、職員は、「自宅ではこんな風に暮らしてい
ただろうな」と利用者の人生に思いを馳せながら個別ケアに取り組んでいます。また、決まり事を作らない自由な暮
らしも大事にしています。食事が美味しいこともホームの自慢のひとつで、３食手作りの食事は、利用者と共に和気
あいあいに準備しています。1ユニット9名のほのぼのとした温かい雰囲気の中での暮らしで、日中はほぼ全員食堂
兼フロアで過ごしている居心地のよいグループホームです。

基本情報リンク先

大阪府柏原市太平寺1丁目4番30号所在地

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会

所在地

評価機関名

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/27/index.php?action_kouhyou_detail_2017_022_kani=true&JigyosyoCd=2794600045-00&PrefCd=27&VersionCd=022

1 自己評価及び外部評価結果

2794600045

法人名 社会福祉法人 寿光会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 入居者の思い・要望を聞き入れ、それに出来る限り添えるよう努力している。それぞれの生活
スタイルが尊重され、主体的にその人らしく笑顔で心穏かに暮らせる場の創造を目指して、職
員一同日々頑張っています。

グループホーム太寿事業所名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日平成 ２９年 １１月 １日 平成 ３０年 1月 ９日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

大阪市中央区中寺１丁目１－５４ 大阪社会福祉指導センター内

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目） ※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項 目
取 り 組 み の 成 果

↓該当するものに○印
項 目

訪問調査日 平成 ２９年 １２月 ４日

取 り 組 み の 成 果
↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの
4. ほとんど掴んでいない

63
3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

1 社会福祉法人大阪府社会福祉協議会
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自己評価および外部評価結果

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、

その理念を共有して実践につなげてい

る

職員が使うパソコン横の壁に社会福祉

法人としても理念、GH の理念を貼り

毎朝の申し送り時、朝礼の後で読み上

げて理念を意識しながら入所者さんの

介護支援をするようにしています

「周りの人の幸せを願うところに自らの

幸せもある」の法人経営理念のもと、

「家庭的な雰囲気の中で優しさと思い

やりの心で支援しましょう」をホームの

理念としています。理念はスタッフルー

ムに掲示し、毎朝の申し送り時に職員

が唱和しています。理念は職員間に共

有され、「決まり事を作らない」、「自由

な暮らし」、また、「１回でも多く笑っても

らうこと」を心がけています。

玄関に法人の経営理念は紹介されてい

ますが、ホームの理念の掲示も検討され

てはいかがでしょうか。外部からの訪問

者に理念を理解してもらうことに繋がるこ

とを期待します。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

2 2

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続

けられるよう、事業所自体が地域の一

員として日常的に交流している

消防訓練時には近所の人にも声かけ

して参加して利用者さんと関わりをもっ

ています。ボランティアさんのレクリェ

ーションなどに参加して楽しむ、施設が

毎年地域の祭りの休憩場所になりだ

んじりを見学に行ったり子供たちと話、

写真を撮ったりして楽しんで居ます

ホームと地域の関係は年々密なもの

になっています。地域密着型特養と合

同で行う落語会等の催しには地域住

民も参加しています。また、地域ボラン

ティアの協力を得てけん玉、フラダン

ス、歌、舞踊等の楽しみ事があります。

法人主催の防災訓練には地域住民も

参加しています。毎年、夏祭りのだんじ

りの休憩所として活用され、利用者も

接待をしています。散歩する途中で出

会う地域住民とは顔なじみになり、グ

ループホームへの理解も広がってきま

した。管理者は、地域から今まで以上

にホームへの理解が得られ、地域にも

貢献できるよう、地域との連携を深め

ていく考えです。

3

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げてい

る認知症の人の理解や支援の方法を地

域の人々に向けて活かしている

事業所としては近所の方の防災訓練

に参加して頂く、地域の秋祭りの休憩

所にしてもらう。

GH としてはお天気のいい日にはスー

パーに買い物に行ったりして施設外に

散歩に行く機会を作る
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

4 3

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている

管理者、計画作成者、リーダーで担当

して会議にでて GH 内の出来事、イベ

ント、サービスなど報告しています。そ

して会議出席されてる方の評価、意見

を聞いて今後の活動に生かしています

運営推進会議は、規定に沿って併設

の特養と合同で、２ヶ月に１回開催す

ることにしています。平成２９年度は日

程調整が難しく、１回分の開催ができ

ませんでした。会議構成メンバーは、

利用者、家族、地区福祉委員、市職

員、地域包括支援センター職員等で

す。会議では主に、ホームの状況、ホ

ームでの取り組み等を報告・説明し、

参加者から評価や助言を得て、ホーム

の運営に活かしています。

今後は、運営推進会議の議事録を作成

し、参加者・職員で情報を共有し、ホーム

の運営に活かすことが望まれます。

5 4

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係

を築くように取り組んでいる

毎回の運営推進会議後に市役所担当

者、包括職員さんなどと会議内容以外

の相談しています。市内の地域密着型

施設の連絡会に参加して市役所担当

者や他 GH などの協力関係を築いてま

す

市職員とは連携をとり、情報交換等で

協力関係を築くように取り組んでいま

す。地域密着型事業所連絡会議に

は、市の職員も出席し、情報の交換と

連携を深めています。事故報告や外部

評価受審の結果報告も行っています。

6 5

○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「指定地域

密着型サービス指定基準及び指定地域

密着型介護予防サービス指定基準にお

ける禁止の対象となる具体的な行為」を

正しく理解しており、玄関の施錠を含め

て身体拘束をしないケアに取り組んでい

る

入所者さんは自由にロビーなど行動し

て頂いてます。しかし９人さんが何処に

誰がいるかの確認は常にしています。

裏庭など自由に出られている入所者さ

んには家族と本人さんと相談して夜間

は施錠させてもらってます。スタッフに

は身体拘束のプリントで正しく理解す

る取組はしています

身体拘束廃止や虐待防止に関する研

修を実施し、利用者の尊厳を守るケア

の確認を行っています。鍵をかけない

ケアに取り組み、日中は玄関や出入口

を開錠しています。毎日、自室から自

由に庭に出て、洗濯物を干す利用者も

います。言葉による拘束についても職

員間で話し合い、言葉遣いにも配慮し

ています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

7

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の

自宅や事業所内での虐待が見過ごされ

ることがないよう注意を払い、防止に努

めている

虐待についての資料をスタッフがいつ

でも見れるところに置いて朝礼などに

利用者さんの例を出して話合う機会を

作っています

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援してい

る

新しく入られた方に将来成年後見制度

を利用予定の方がいます、話が進め

ば都度スタッフに報告して一緒に勉強

していきたいし、もうすでに利用されて

いる方がいるので都度説明したいと思

ってます

9

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、

利用者や家族等の不安や疑問点を尋

ね、十分な説明を行い理解・納得を図っ

ている

入所契約には管理者、ケアマネが自

宅に伺ったり、利用サービス事業所に

伺ったりして必ず本人、家族さんには

不安の内容に説明しています
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の

反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている

入所者さんとは常に会話をして何でも

話せる関係を作くるように努力していま

す。面会に来られた家族様にも本人さ

んの日頃の生活の様子など話して問

題点など相談しています

家族の面会時には、利用者の様子を

報告し、その都度、意見や要望を聞い

ています。家族が意見・要望を言いや

すい雰囲気づくりを大切にしています。

家族より「面会に来るたびに笑顔が増

えてきた」と言ってもらったケースがあ

り、職員間で喜び合いました。季節ごと

に、利用者の暮らしぶりが伝わる写真

入りの「太寿新聞」を発行し、家族にも

送付しています。

家族の意見・要望を更に有効にするた

め、ホームとして一番確認したいテーマ

に絞り、行事等家族の集まる機会にアン

ケートを実施されてはいかがでしょうか。

その際、ホームの取り組み状況での良い

ところ、評価できる点も同時に確認され

てはいかがでしょうか。

11 7

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている

月一回のミーティングの場でも毎日の

申し送りの機会にスタッフの意見を出

し合うように環境を作っています

毎月のフロア会議で意見を出し合って

います。出席できない職員には事前に

意見を聞いています。また、毎日のミ

ーティングも皆が意見を出し合ってい

ます。職員の意見は尊重され、チーム

ワークのよい職場環境です。勤務希望

をはじめ職員一人ひとりの事情への配

慮は、職員の士気を高めています。

12

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている

スタッフとの会話、働いてる姿など観察

して片寄のない仕事に振り分けていま

す。シフトを作るときもスタッフの希望

休を先に聞き優遇しています、スタッフ

の意見を尊重しながら業務を見守って

います
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

13

○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりの

ケアの実際と力量を把握し、法人内外

の研修を受ける機会の確保や、働きな

がらトレーニングしていくことを進めてい

る

入社後、オリエンテーションをして

法人内の研修機会に行けるよう機会を

作っています。またフロアミーティング

の後には都度出てきた問題点などに

対して短い研修の機会を作るようにし

ています

14

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、

サービスの質を向上させていく取り組み

をしている

地域密着型施設の連絡会に参加して

います。意見交換したり地域の高齢者

大学の勉強会に参加してネットワーク

作りをしています

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っ

ていること、不安なこと、要望等に耳を

傾けながら、本人の安心を確保するため

の関係づくりに努めている

入所前には自宅訪問をしたり、サービ

ス事業所に訪問したりしてなじみの関

係を作り本人の不安がなく入所して頂

くように努力しています

16

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が

困っていること、不安なこと、要望等に

耳を傾けながら、関係づくりに努めてい

る

自宅訪問時もゆっくり時間をかけて

話合う機会を作っています、不安なこと

は協調をして安心して頂くように話させ

てもらいます。また入所後の面会も生

活されている姿を報告して不安をとり

除く努力をしています
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

17

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族

等が「その時」まず必要としている支援

を見極め、他のサービス利用も含めた

対応に努めている

入所前後、家族、本人さんと相談した

入所者さんの情報を開示して基本サ

ービスを決めて援助をスタートします、

スタッフには日頃の様子ＧＨ生活され

てからの情報など収集、相談、サービ

スを決めたり、随時更新していきます。

18

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場

におかず、暮らしを共にする者同士の関

係を築いている

入所者さんの出来る事とできない事を

見極めて出来る事は本人にお任せし

たり助けてもらうと言う気持ちで見守り

ます

19

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場

におかず、本人と家族の絆を大切にし

ながら、共に本人を支えていく関係を築

いている

本人さんにとって家族さんとの絆が一

番です、面会に来られた時もスタッフ

が最近の生活の報告をして助言、相談

をしています。



大阪府 グループホーム太寿

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会9

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支

援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み

の人や場所との関係が途切れないよ

う、支援に努めている

馴染みの方、家族さんの面会に来や

すい環境作りをしています。また馴染

の景色やスタッフと一緒に自宅に帰っ

たりしています、希望があれば自宅に

電話して家族さんとの会話を楽しんで

もらってます。

ホーム開設の目的である「住み慣れた

想い出のある地域で、その人らしく心

豊かな生活の実現」を職員は共有し、

毎日の支援にあたっています。馴染み

の友人や近所の人が訪問しています。

ドライブついでに自宅を見に行く利用

者もいます。利用者は、ホーム屋上か

ら家にいた時と同じ、慣れ親しんだ山

や、家並み、風景を見ることができ、馴

染みの場所との関係が継続していま

す。

21

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひと

りが孤立せずに利用者同士が関わり合

い、支え合えるような支援に努めている

皆さんが輪になり話できる環境作りを

しています。入所者さん一緒にテレビド

ラマを見てスタッフを交えてニュースや

事件の事を話している事もあります、

中には一人になりたい方もいて無理強

いはしない援助をしてます

22

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これ

までの関係性を大切にしながら、必要に

応じて本人・家族の経過をフォローし、

相談や支援に努めている

入院された方には定期的に面会に行

き本人さんを励ましたり、家族さんと電

話で話して気持ちを伺ったりしていま

す、療養型の病院の情報など提供して

不安を軽減できるようにフォローしてい

ます
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意

向の把握に努めている。困難な場合

は、本人本位に検討している

入所者さんとは計画書作成時はもちろ

ん、日常でも会話して心の変化をつか

むように努力しています、スタッフから

の情報も収集して本人さんに一番良い

方法を家族と相談しています

利用者一人ひとりの小さな希望も叶え

ることを大切に支援しています。また、

「自宅ではこんな風に生活していたん

だろうな」と利用者の暮らしぶりに思い

を馳せた関わりにも努めています。日

常的な支援やコミュニケーションをとる

中で、本人の気持ちを察してケアに活

かしています。関わりの中での気づき

や発見は、毎日のミーティングで情報

の共有を行っています。

24

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし

方、生活環境、これまでのサービス利用

の経過等の把握に努めている

入所前の方の自宅やサービス利用時

に訪問して情報把握しています。また

居室に馴染みの家具など持って頂い

たり自宅での趣味も継続して頂いてま

す

25

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状

態、有する力等の現状の把握に努めて

いる

ロビーで皆さんと賑やかに過ごしたい

方は居場所を作り過ごしてもらい居室

で静かに過ごしたい方は無理強いをし

ない様にしています。トイレに行かれる

姿も見守り、状態把握をして日報や連

携ノートに書きスタッフと連携していま

す。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリン

グ

本人がより良く暮らすための課題とケア

のあり方について、本人、家族、必要な

関係者と話し合い、それぞれの意見や

アイデアを反映し、現状に即した介護計

画を作成している

モニタリングは月はじめや前半にはス

タッフに提示し担当を決め記入してもら

ってます。急ぐ時は日勤のスタッフと意

見交換したり、家族の意見も聞いてい

ます、計画書作成後も毎日の支援が

本人に合っているか確認しています。

利用者・家族の思いや希望を尊重した

介護計画になっています。支援記録フ

ァイルには、各利用者のサービス内容

が書かれており、職員はサービス内容

を確認しながら支援にあたっていま

す。モニタリングは担当職員が毎月行

い、計画の更新は６ヶ月を基本として

います。更新時には、事前に家族にも

意見や要望を聞いています。計画作成

担当者は「利用者一人ひとりが安心し

て暮らせるような計画」を心がけていま

す。支援記録も丁寧に残し、利用者の

暮らしぶりや表情が見える記録となっ

ています。

27

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づ

きや工夫を個別記録に記入し、職員間

で情報を共有しながら実践や介護計画

の見直しに活かしている

個別記録は素早く的確に記入するよう

に努力しています、計画書と照らし合

わせて変更があれば鉛筆で記入して

おいて見直し時活用しています。

28

○一人ひとりを支えるための事業所の

多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれ

るニーズに対応して、既存のサービスに

捉われない、柔軟な支援やサービスの

多機能化に取り組んでいる

常に本人さんの立場になり支援するよ

うに努力しています。ＧＨ生活すべてが

サービスです、本人さんの過ごしやす

い空間つくり希望されるサービスなど

出来る範囲で提供させて頂いてます



大阪府 グループホーム太寿

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会12

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

29

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資

源を把握し、本人は心身の力を発揮し

ながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと

ができるよう支援している

地域のお祭りや共有ホールでのボラン

ティアさんのレクリェーション参加して

楽しまれています、天気の良い日には

施設の屋上に行き気分転換してもらっ

ています

30 11

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切

にし、納得が得られたかかりつけ医と事

業所の関係を築きながら、適切な医療

を受けられるように支援している

日頃の本人さんの身体状態を把握し

て看護師と連携して受診が必要であれ

ば家族と連絡を取ってます、主治医に

直接連絡したり、家族さんと協力しな

がら対応しています

ほとんどの利用者が入居前からのか

かりつけ医に受診をしています。看護

師は毎日利用者の状態を見て健康管

理を行っています。夜間や急変時は看

護師からホームの嘱託医に連絡し、必

要な指示を受けています。職員は急変

時に対応できるように「救急医療情報

シート」を作成し、スムーズに対応でき

るようにしています。

31

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた

情報や気づきを、職場内の看護職や訪

問看護師等に伝えて相談し、個々の利

用者が適切な受診や看護を受けられる

ように支援している

体調など変化があれば都度、看護師

に報告し相談しています。家族さまに

も報告し、医療機関に受診してもらって

います。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

32

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療で

きるように、又、できるだけ早期に退院

できるように、病院関係者との情報交換

や相談に努めている。あるいは、そうし

た場合に備えて病院関係者との関係づ

くりを行っている

入院した際は、ケアマネージャーと共

に病院へ行き、状態など経過の情報を

聞き、家族との連絡も密に行っていま

す。病院側とも（短期、長期の入院中

の様子）密に、情報交換をしています。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共

有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につ

いて、早い段階から本人・家族等と話し

合い行い、事業所でできることを十分に

説明しながら方針を共有し、地域の関

係者と共にチームで支援に取り組んで

いる

マニュアルに沿って対応します。

重度化した入居者様に対しては、出来

るだけ希望に沿った支援を行う方針を

伝え、家族を含め、医師、看護師、

ケアマネ、介護職員らと相談しながら

出来る限りのケアを実施していきま

す。

「重度化した場合における対応に係る

指針」を作成し、入所時に利用者、家

族に説明し、同意を得ています。重度

化した場合には利用者、家族の希望を

もとに主治医、看護師、職員で話し合

いをしています。希望があれば法人内

の特養への入所支援も行っています。

34

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、

全ての職員は応急手当や初期対応の

訓練を定期的に行い、実践力を身に付

けている

緊急連絡網に沿って実施します。

医療に関する内容については、看護師

の指導のもと実施しています。

新人研修の中で、マニュアルに沿って

周知しています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

35 13

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜

を問わず利用者が避難できる方法を全

職員が身につけるとともに、地域との協

力体制を築いている

火災、台風・大雨洪水、地震など防火

訓練を行っています。マニュアルも作

成し、地域の方々に協力を依頼し、

又、消防署と連携し、年 2 回の訓練を

行っています。

今年は、10/24 防災訓練を実施してい

ます。

年に２回の避難訓練は消防署の協力

を得て実施しています。また、ホーム

の立地から想定される台風や水害に

対しての避難訓練も実施しています。

避難訓練の際には地域住民が参加

し、利用者の避難誘導にあたっていま

す。

災害時を想定し、数日分の水や食料を

備蓄しています。

Ⅳ.その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確

保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ

イバシーを損ねない言葉かけや対応を

している

個人、個人の人格を尊重し、プライバ

シーにも配慮した個別支援を行ってい

ます。個人情報の書類等に関しては、

鍵つきの棚に保管しています。

親切に丁寧な言葉かけを心がけ笑顔

で接していくように心がけています。

職員に対しても、外部に漏らす事無く

守秘義務の徹底を行っています。

全体ミーティングの際に人権、虐待防

止についての研修を行っています。利

用者への個人の尊重やプライバシー

の確保については日常的に職員に周

知し、特に言葉遣いについては、親しく

なっても年長者に対する丁寧な言葉か

けをするように心がけています。希望

があれば入浴や排泄の介助の際に同

性介助で対応しています。

37

○利用者の希望の表出や自己決定の

支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表

したり、自己決定できるように働きかけ

ている

一人ひとり話される事を真摯に受け入

れ傾聴し、意思の尊重を行っていま

す。出来る事を出来る範囲で、出来る

限りの支援をしています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

38

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので

はなく、一人ひとりのペースを大切にし、

その日をどのように過ごしたいか、希望

にそって支援している

一人ひとりの意思やペースの把握を行

い、個々を尊重し、希望に沿った支援

を行っています。日々の生活が充実さ

れるように、努力しています。

39

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれがで

きるように支援している

一人ひとり、身だしなみやお洒落に

気配り目配りをしています。

個人の希望に沿った衣類を着用されて

います。

40 15

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ

とりの好みや力を活かしながら、利用者

と職員が一緒に準備や食事、片付けを

している

季節を感じながら、旬の食べ物を提供

しています。

好き嫌いやアレルギーにも気を付けな

がら食事の提供をしています。

食事の下ごしらえ（野菜の皮むきや切

る、炒めるなど）や、盛り付け、食後の

洗い物など、職員と共に行っていま

す。

献立は利用者の希望を聞き取り１ヶ月

単位で作成しています。調理は３食と

もホームで手作りしています。食事の

準備時には、下ごしらえや盛り付けな

ど利用者全員がそれぞれの役割を持

ち、オープンキッチンを取り囲んで和や

かに行われています。調理は専門の

職員を中心に行われ、見た目に美しい

盛り付け、ご飯の炊ける匂いやおかず

を調理する音、美味しい味付けなど利

用者の五感に働きかける工夫をし、毎

食残飯はなく、利用者と職員が一緒に

談笑しながらの食事風景が見られま

す。



大阪府 グループホーム太寿

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会16

自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

41

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一

日を通じて確保できるよう、一人ひとり

の状態や力、習慣に応じた支援をして

いる

家庭的な食事をと、職員と共に献立を

考え、栄養のバランスも考慮しながら、

提供しています。

一人ひとりの食事量や嗜好にも配慮し

ています。

水分も１日 1000ｃｃ以上を目標に実施

しています。

42

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、

毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人

の力に応じた口腔ケアをしている

毎食後、口腔ケアを行い、歯磨き、義

歯洗浄、うがい等、個人に合ったケア

を実施しています。

義歯を使用されている方は、毎晩、ポ

リデント洗浄しています。

自歯、義歯の不具合や口腔内のトラブ

ルに至っては、家族さんとも相談し、診

察が必要となった場合は歯科受診をし

ています。

43 16

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、

一人ひとりの力や排泄パターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援を行っている

一人ひとりの排泄のパターンを把握し

ながら、時間を見て声かけをし、誘導

を行っています。尿意、便意のある方

は自由にトイレに行かれています。

自室にトイレがある為、プライバシーに

も配慮しています。

自立支援を心がけた対応を行い、なる

べくトイレでの排泄支援を行っていま

す。

基本はトイレでの排泄です。職員は利

用者一人ひとりの排泄パターンを把握

し、それぞれの状況に合わせて、さり

げなく、声かけ、誘導、見守り等行って

います。トイレが各居室にあることで安

心して排泄することができ、排泄の自

立に繋がっています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

44

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲

食物の工夫や運動への働きかけ等、

個々に応じた予防に取り組んでいる

ヨーグルトや牛乳、食物繊維を食事に

取り入れ、体操や腹部マッサージ、ウ

ォシュレト洗浄など、便秘予防に努め

ています。

COT－3 日目の方には、下剤を服用さ

れる方もいます。数日（－）が続く方に

は浣腸を施行する場合もあります。

45 17

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、

個々にそった支援をしている

入浴は週２回～３回を基本にしていま

す。体調や外出などの関係で、間隔が

ズレる事もありますが、基本的に個々

に合わせて、入浴をしてもらっていま

す。体調不良などで数日、入浴が出来

ない方には、看護師と相談し清拭や手

浴、足浴を行っています。入浴を望ま

ない方に関しては、声をかける職員を

替えたり、時間のタイミングを図りなが

ら、入居者さんの気持ちに添って対応

しています。

入浴は基本的には週２回～３回です

が、必要により、シャワー浴や陰部洗

浄、清拭を行い、清潔保持に努めてい

ます。入浴を好まない利用者には無理

強いすることなく、時間を変え、気分を

うかがう等職員は工夫しながら楽しい

入浴ができるように配慮しています。

季節感のあるゆず湯や菖蒲湯も取り

入れて入浴を楽しんでもらっています。

同性介助を希望する利用者には同性

で介助します。

46

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持

ちよく眠れるよう支援している

個々に生活習慣も違いがある為、意思

を尊重しています。自室で休みたい時

には休んでいただいています。

夜間も様子を見ながら、就寝の声かけ

をしています。

強制はしないように心がけています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

47

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や

副作用、用法や用量について理解して

おり、服薬の支援と症状の変化の確認

に努めている

一人ひとり、お薬手帳と内容書をファイ

ルし、職員全員が共有しています。

新しい薬が処方された際にも、説明書

を確認し皆に周知、服薬期間をマーカ

ーで線を引き、様子を確認していま

す。

48

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる

ように、一人ひとりの生活歴や力を活か

した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転

換等の支援をしている

個々に、生活スタイルも趣味も違うの

で、それを崩すことなく、意思の尊重を

しながら、出来る事、出来る範囲の事

をされています。

料理が好き、歌を歌う、塗り絵が好き

など、個人がやりたいことを選択しても

らい、実行されています。

49 18

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。又、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している

真夏の間は、なかなか外出が出来な

かったが、室内での散歩や屋上で少し

の外気浴などを行っていました。

屋上へ上がり、PL の花火を見たのも

喜ばれています。

春に、遠足も行きました。公園内を散

策しながら、綺麗な花を見て、皆さん、

とても楽しまれていました。

一日に１回は外の空気を吸う生活を大

切にしています。行事では、梅や桜の

季節の花見、外食等で外出していま

す。家族と外出する利用者もいます。

近所のスーパーに買い物に行くことも

あります。ホームの屋上からは、慣れ

親しんだ山や、家並み、風景を見るこ

とができ、思い出話が弾みます。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

50

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるよう

に支援している

各個人の小口現金（小額）を預かり、

日用品や嗜好品の購入をしています。

基本的に個人では、現金は所持されて

いません。預かり金が減ってきたら、

必要に応じて家族に連絡をしていま

す。出納帳を記入し、家族に提示して

います。

51

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本院自らが電話をし

たり、手紙のやり取りができるように支

援している

電話の希望者は、施設の電話を使用

しかけてもらっています。手紙や年賀

状などが届けば、ご本人に手渡してい

ます。

52 19

○居心地のよい共有空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、

食堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとっ

て不快や混乱をまねくような刺激（音、

光、色、広さ、温度など）がないように配

慮し、生活感を採り入れて、居心地よく

過ごせるような工夫をしている

常に掃除も心がけ、清潔を保つように

しています。季節に応じて設えもかえ

ています。

なるべく自宅で過ごされているような

空間を作り出せるように工夫をしてい

ます。お花や緑が目に着くように心が

けています。

ホームは地域密着型高齢者施設の１

階にあります。ホーム内は明るく、穏や

かな雰囲気です。リビングのカウンター

越しのキッチンからは、ご飯の炊ける

匂いや食事の準備の音が聞こえ、生

活感が漂っています。リビングにはテ

レビを囲むようにソファーを配置し、利

用者はテレビを見たり雑誌を読んだり

しながら自由に過ごしています。日中

もリビングで過ごす利用者が多く、居

心地のよいリビングとなっています。
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自
己

外
部 項 目

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

53

○共用空間における一人ひとりの居場

所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の

合った利用者同士で思い思いに過ごせ

るような居場所の工夫をしている

プライバシーが守れるように、心がけ

ています。好きな時間に好きな場所で

過ごしてもらっています。

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や

家族と相談しながら、使い慣れたものや

好みのものを活かして、本人が居心地

よく過ごせるような工夫をしている

家族が持参された家具を配置していま

す。テレビやラジオ、タンスを置き必要

な家具を置かれています。ぬいぐるみ

や造花を置き、癒しの空間を作ってい

る方もおられます。

本人が気持ちよく過ごせる居室づくり

を大切にしています。各居室にはトイレ

が付いています。利用者はタンスや椅

子、テレビ、時計等使い慣れた家具を

持ち込み、お気に入りのぬいぐるみや

家族の写真を飾り、それぞれ個性のあ

る部屋になっています。屋外に通じる

ガラス戸には障子が取り付けられ、明

るく清潔感があります。

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環

境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」

「わかること」を活かして、安全かつでき

るだけ自立した生活が送れるように工

夫している

安全に配慮し、転倒の障害になる危険

な物がないように注意しています。

トイレの把握が難しい方には、トイレ前

にセンサーマットを置き、自らトイレに

行かれたことが分かるようにしていま

す。


